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我が国の都市地下空間開発は，明治から始まった都市化の進展に合わせ，都市インフラや地下鉄，道路等の収容

空間として，その範囲を拡大してきた．そして今，都市部における２つの大地震（阪神淡路大地震と東日本大地震）

を経験して，地下構造物の耐震性や安全な避難，災害時の早期の事業再開（事業継続計画）に関心が高まっている．

そのなかで，不特定多数が利用する地下通路，地下街等の都市インフラにおいても，地震，水害，火災といった個々

に防災面の対策をするだけではなく，それらを一体的に把握しながら対策を検討すべきと筆者らは考えている． 

本論文は名古屋市における地下通路の計画と設計において，様々な都市災害の事象を一体的に整理し，防災の観

点から，より安全・安心で効率的な対策内容と水害対策を整理したものである. 

 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

大都市中心部では，複数の地下鉄駅や地下街，地下通路や地下広場または接続ビル等，複合的なネットワークで結

ばれている．それはまさに都心の迷宮（ダンジョン）のようであるが，都市インフラとして欠かせない施設である

1)

．

そのなかでも特に３大都市圏には非常に数多くの地下空間があり，その面積は都市再開発，都市再生の進展とともに，

益々増加傾向にあり，当社は静岡ゴールデン街のガス爆発事故により地下街の設置や防災基準がより厳しく運用され

るようになった1980年代以降，川崎，神戸，大阪，京都，広島，博多等，国内における数多くの地下街をはじめとし

た地下空間の計画，設計に従事してきた． 

 

２．都市型災害に対する地下施設の防災対策２．都市型災害に対する地下施設の防災対策２．都市型災害に対する地下施設の防災対策２．都市型災害に対する地下施設の防災対策    

1)1)1)1)名古屋市での防災対応名古屋市での防災対応名古屋市での防災対応名古屋市での防災対応    

名古屋市地域防災計画において災害予防計画の一つとして「震災に強いまちづくり方針～名古屋市防災都市づくり

計画～」（平成19年 3月）や「都市計画マスタープラン」（平成23年 12月）が位置づけられている．今後，より安全

な市街地を整備するためにも，地上と地下の道路空間が防災の観点で貢献するとともに，名古屋駅周辺地区の防災力

向上として，地震災害や防災対策に関する情報提供とともに道路空間の役割が重要視される．特に，駅に直結する主

要幹線の道路下に構築されている地下街や地下通路は，来るべき直下地震に備えた耐震性の確保はもちろん，沿岸部

や河川に近い場所での高潮や洪水対策，毎年頻繁に発生するゲリラ豪雨対策など，複合災害に対する万全な防災対応

を図っていくことが人命及び都市資産を守り，沿道企業や地区の事業継続の観点からも極めて重要である． 

2)2)2)2)名古屋市での名古屋市での名古屋市での名古屋市での水害対策水害対策水害対策水害対策    

地下空間への浸水として，津波や洪水・高潮よる外水氾濫の他に，近年，都心部では局所的に時間雨量が50mmを超

えるような猛烈な集中豪雨が毎年のように発生している．そして，迷宮のように造られている地下空間に多量の水が

入り，逃げ遅れる人や停電等の施設の機能停止などを，まさしく想定しておく必要があり，名古屋駅周辺においても

浸水による減災について努力を怠ってはならない．このような局所的な豪雨に対して，一定規模以上の地下空間管理

者等に対して洪水・高潮時の避難確保計画の作成が義務付け（H17．水防法改正）されているが，地下空間の洪水ハザ

ードマップの作成は義務化されていない．したがって，地下空間への浸入水の場所・量・堪水時間や浸水深等を，複

合的なネットワーク全体についてシミュレーションを行い，地下空間の弱点を把握し，地下空間管理者の枠を越えて

地区全体の事業継続計画の一環として減災対策を立案しにくい状況となっている． 

キーワード 防災計画，防災対策，地下空間 
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3333))))都市災害都市災害都市災害都市災害規模規模規模規模のののの全体全体全体全体的な抽出及び的な抽出及び的な抽出及び的な抽出及び都市インフラ都市インフラ都市インフラ都市インフラ防災対策の立案防災対策の立案防災対策の立案防災対策の立案    

表に，主な都市災害について分類別に公表されている災害規模の内容を抽出・整理し，名古屋駅近傍で計画してい

る地下通路に関わる防災対策について立案した防災対策の内容を表-１示す（本表は研究段階の内容を記載）． 

 

表-１  分類別災害規模等と対応する防災対策の立案（計画地下通路の事例） 

 

 

３３３３．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

以上のように地震に対しては安全にみえる地下空間は，様々な災害に対しても更に安全性を増していかなければな

らない．特に浸水に対しては非常に脆弱であり，地上と比較して閉鎖的空間であることから，「避難経路が限定される」，

「情報を得にくく，避難開始等の状況判断が難しい」，「避難時における時間的猶予が少ない」，「浸水とともに照明等

の設備機能が停止する可能性が高い」というような特有な災害特性を有しているため，今まで以上に防災対策につい

て万全の準備をとるための計画・設計に取り込んでいくことが重要と考える． 
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